
大
正
11
年
３
月
３
日
、
被
差
別
部

落
の
人
々
の
解
放
を
目
指
し
て
設
立

さ
れ
た
「
全
国
水
平
社
」
の
創
立
大
会

で
読
み
上
げ
ら
れ
た
宣
言
文
が
「
水
平

社
宣
言
」
で
す
。 

 

宣
言
の
原
文
は
被
差
別
部
落
出
身

の 

の
一
人
の
若
者
が
考
え
た
も
の
で
、

長
い
歴
史
の
中
で
不
当
な
差
別
を
受

け
て
き
た
人
々
の
痛
切
な
思
い
が
綴

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
人
が
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
人
間
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
の
実
現
を
願
う
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

令和３年度人権に関する県民意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被
差
別
部
落
に
対
す
る
差
別
意
識

は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
掲
げ
た
に

本
国
憲
法
の
施
行
後
も
解
消
さ
れ
ず
、

劣
悪
な
生
活
環
境
も
継
続
し
て
い
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
行
政
に
よ
る
取
り
組
み
の

結
果
住
宅
や
道
路
な
ど
の
物
的
な
生
活

環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、 

差
別
意
識
は
未
だ
に
解
消
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

 

こ
う
し
た
実
態
は
、
令
和
３
年
の
『
人

権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
』
（
右
図
参

照
）
の
結
果
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
誰
で
見
自
由
に
情
報
を
発
信
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
今
も
な

お
様
々
な
形
で
部
落
差
別
の
書
き
込
み

な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
平
成
２

８
年
の
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
制
定

の
き
っ
か
け
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

住宅を選ぶ際の意識 
あなたは、家を購入したり

マンションを借りたりす

るなど、住宅を選ぶ際に価

格や理知条件などが希望

にあっていても、近隣に同

和地区がある場合、避ける

と思いますか？ 
 
①避けると思う 

②どちらかといえば避けると思う 

③どちらかといえば避けないと思う 

④避けないと思う 

⑤無回答 

避けると思う+どちらかといえば

避けると思う＝43.8％ 

水平社宣言（一部要約） 

「全国に散在する部落の人々よ、団結

せよ。ここにわれわれが人間を尊敬する

ことによって、自らを解放しようとする

運動を起こしたのは当然である。われわ

れは、心から人生の熱と光を求めるもの

である。水平社はこうして生まれた。人

の世に熱あれ、人間に光あれ。」 

部落差別（同和問題）とは？ 

部落差別（同和問題）とは、被差別

部落・同和地区などと呼ばれる地域の

出身であることや、そこに住んでいる

ことを理由に、結婚を反対されたり、

就職や日常生活の上で 

様々な差別を受ける 

という日本固有の人 

権問題です。 

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」 

皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
中
学
校
の
教
科
書
に
も
載
っ
て
い

る
こ
の
言
葉
は
、
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
の
大
正
11
年
（
１
９
２
２
年
）
に
発
表
さ
れ
た
「
全
国
水
平
社
宣
言
（
水
平
社
宣
言
）」
の
最

後
の
一
節
で
す
。
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の
人
々
の
思
い
や
願
い
か
ら
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
何
を
知
り
、
何
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

水
平
社
宣
言
っ
て
？ 

部
落
差
別
の
現
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今
は
、
１
０
０
年
前
と
は
違
い
、
多

く
の
人
が
自
由
に
意
見
を
交
わ
せ
る
時

代
で
す
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

水
平
社
宣
言
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の

人
々
の
願
い
に
思
い
を
は
せ
、
全
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

水
平
社
宣
言
か
ら
約
１
０
０
年
後
の

今
は
、
宣
言
が
目
指
し
た
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
許
さ
ず
、
誰
も
が
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？ 

 

以
前
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
、
様
々

な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
人
権
問
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
人

権
尊
重
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
す
。 

 

そ
の
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗
中
傷
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
、
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
差
別

や
偏
見
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
人
権

侵
害
な
ど
、
新
た
な
人
権
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え

る
と
、
部
落
差
別
に
限
ら
ず
、
あ
る
日
突

然
、
差
別
の
被
害
者
と
な
る
可
能
性
は
、

誰
に
と
っ
て
も
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

県広報誌「滋賀プラスワン」令和3年（2021年）9・10月号 vol.193 

滋賀の水平社運動 差別をなくすために立ち上がった場所「嚴
ごん

浄寺
じょうじ

」 

全国水平社創立大会から２年後の大正 13年（1924 年）４月 18 日、今の甲賀市甲南町 

にある「嚴浄寺」で滋賀県水平社の創立大会が開催されました。その大会の様子は新聞で大き 

く報じられました。 

県内外から約 380名が集まり、嚴浄寺にお 

いて「滋賀県水平社」が誕生しました。この日 

の演説会で、大人にまじって少年少女が力と熱 

を込めて発表しました。15 歳の少年の「この 

世の中に差別があるのは天人の許さぬ不合理で 

ある…人間は生まれながらにして一切平等であ 

らねばならぬ。人間よ自然の平等に帰れ」との 

心の叫びに、嚴浄寺は部落解放の熱気に包まれ 

ました。 

出典：「ここから～滋賀の人権ゆかりの地をたずねて～」 

平成 20 年（2008 年）滋賀県人権施策推進課 

どんなときでも、

お互いを尊重する

気持ちを忘れない

でほしいのだー！ 

水平社宣言の

全文はこちら 

今
、
必
要
な
こ
と 


